
 

１．趣   旨 

  4 月より施行された社会福祉法人制度により、社会福祉法人は今、いっそう地域や社会の福

祉課題へ積極的に取り組むことが求められています。 

また、国が2025年を目途に、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地

域包括ケアシステムの構築を実現していく中で、今こそ、高齢者福祉・介護の原点に立って、

介護施設が地域の「安心拠点」としての機能を発揮しなければなりません。 

そして、平成３０年度の介護報酬・診療報酬の同時改定や社会状況はより厳しさを増してい

ますが、高齢者福祉の主たる担い手としての役割を果たし、地域から信頼と支持を得る

施設づくりの推進を目的に、共に学び研鑽を深めるため開催いたします。 

２．テ ー マ 

  「今こそ・高齢者福祉・介護の原点に立ち返る。～地域社会を支える拠点施設を目指して～」 

３．主 催 

公益社団法人 全国老人福祉施設協議会・中国地区老人福祉施設協議会 

４．企画・運営 

   島根県老人福祉施設協議会  

５．後 援  

島根県、 松江市、 社会福祉法人 島根県社会福祉協議会 (予定) 

６．期 日 

    平成29年 9月 14日（木）～ 9月 15日（金） 

７．会 場 

第1日目:(全体会)松江市「島根県民会館」大ホール    Tel 0852-22-5506 

第 2日目:(分科会)松江市「島根県民会館」 

「松江テルサ」       Tel 0852-31-5550 

８．参加対象者 

①中国地区老人福祉施設協議会加入施設等の職員 

②中国地区老人福祉施設協議会の会員外で、各県・指定都市老人福祉施設協議会（連盟）

のみに加入している施設の職員 

③その他特別に参加を希望する人で主催者が認める人 

９．参加費 

参加対象者①の該当者    ８，０００円 

     参加対象者②の該当者   １０，０００円 

      参加対象者③の該当者   １３，０００円 

10．日 程 

      12:00  13:00  13:40  13:50      14:20    15:20   :30     17:00 

第１日目 

9月 14 日(木) 
受付 開会式典 休

憩 

基調報告 講 演 休
憩 

記念講演 

 

第 49回 中国地区老人福祉施設研修大会  開催要綱 
 



8:30   9:00       12:00  13:00       15:00 

第２日目 

9月 15日(金) 
受付 分科会 休

憩 

分科会 

 

11.表彰式 

（１）公益社団法人 全国老人福祉施設協議会表彰要綱により感謝状贈呈 

   （２）中国地区老人福祉施設協議会表彰内規により表彰する 

 

12．基調報告 

公益社団法人 全国老人福祉施設協議会   

 

13. 講 演  

演 題：「飯南町から発信!! 使える地域包括ケアシステムをつくる 」 

講 師：飯南病院 院 長  角田 耕紀 氏 (島根県飯南町) 

☆プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．記念講演   

演 題：「勝ち続ける組織の作り方」～指導・教育・育成・改革論～  

講 師：青森山田高校 サッカー部監督   黒田 剛  氏 

☆プロフィール 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

1970年  北海道生まれ。 小学校からサッカーを始め、大学までプレー。 

1994年  青森山田高校コーチ就任、 翌 1995年 青森山田高校監督に就任 

1995年  全国高校サッカー選手権2回目の出場、1997年以降（20年連続22回目の出場） 

2005年  全国高校総体優勝 その後、各種全国大会で輝かしい実績。 

2009年  全国高校サッカー選手権 準優勝。 

2016年  高円宮杯U-18チャンピオンシップ優勝、全国高校サッカー選手権優勝（二冠） 

2006年  JFA公認 S級コーチ指導者ライセンス取得（Jリーグの監督をできる資格） 

2016年  著書「勝ち続ける組織の作り方」出版  

 

2000年    自治医科大学卒業 

   島根県立中央病院で初期研修後、飯南町や隠岐等で地域医療及び 

在宅医療、救急医療に従事 

2011年    松江市立病院緩和ケア・ペインクリニック科で診療に従事 

2015年 4月  「飯南町立飯南病院」院長、 

「飯南町生きがい村推進センター」センター長就任 

2016 年 4 月 「飯南町生きがい村推進センター」発展的解消し設置した「飯南町地域包括

ケア推進局」の局長に就任 

 



15．分科会 

（１）区分 

 ※ 分科会は施設種別で開催します 

※ 第 1分科会(特別養護老人ホーム)は３分割します 
 

分科会 発表数 助言者 座長 

第 １ 分 科

会（特養） Ａ １２ 県立広島大学 教授 金子 努 氏 
広島市老人福祉施設連盟 

研修委員長 横山 輝代子 氏 

Ｂ １２ 
社会福祉法人 多伎の郷 

理事長 中山 博識  氏  

山口県老人福祉施設協議会 

研修委員長 辻野 高廣  氏  

Ｃ １２ 

松江記念病院 看護部門主任 

老人看護専門看護師 

       空先 育子 氏 

鳥取県老人福祉施設協議会 

研修委員長 片山 義継  氏 

第２分科会 

（養護） １２ 
養護老人ホーム百寿荘 所長 
島根県老施協 副会長 

  宮西 知子 氏 

岡山県老人福祉施設協議会 

研修委員長 藤岡 理恵  氏 

第３分科会 

(軽費・ｹｱﾊｳｽ) １１ 

軽費老人ホーム好生園園長 

山口県老施協 副会長 

      内田 雅士 氏 

広島県老人福祉施設連盟 

研修委員長 久保田あけみ 氏 

第４分科会 

（在宅） １２ 
NPO法人島根県介護支援専門員協会 

理事長   藤原 伸二 氏 
島根県老人福祉施設協議会 

 

（２）発表方法（別紙「発表要領」を参照してください。） 

①発表の応募については、各県・指定都市の老人福祉施設協議会（連盟）からの推薦によりま

す。なお、分科会の運営を考慮し、予め各県・指定都市の老人福祉施設協議会（連盟）ごと

に発表数を調整します。 

②発表者は、「発表要領」に基づき、抄録原稿及び当日発表用データを作成してください。 

③作成した抄録原稿及び発表データは、ＵＳＢメモリー・ＣＤ－Ｒ（ＲＷ）のいずれかに保存

し、平成２９年８月７日（月）までに、各県・指定都市事務局へ提出してください。 

④発表は、「審査基準」に基づき、採点を行います。発表時間は一人１５分以内とし、オーバ

ーした場合は減点となりますので、時間を厳守してください。 

⑤発表者には、発表終了後、「発表認定書」を贈呈します。 

16．参加申込 

（１）参加希望者は、別紙「参加・宿泊等申込書」に必要事項を記入の上、名鉄観光サービス㈱山

陰営業所あてにＦＡＸまたは郵送でお申込みください。 

申込締切：平成２９年８月１０日（木）＜必着＞  

（２）申込書到着後、大会参加券・宿泊券とともに請求書を名鉄観光サービス㈱山陰営業所より各

施設宛に送付しますので、請求書内容をご確認の上、指定振込口座に入金してください。各

県・指定都市老施協（連盟）事務局では代金の取扱いはいたしませんので、ご留意ください。 

（３）参加費納入後の取消しについては、参加費は返金しませんのでご了承ください。宿泊代は、

別途案内の取消料を差引いた金額にて返金いたします。 

（４）欠席の場合は、研修会参加券と引換えに後日資料を送付いたしますので、研修終了後、直接、

島根県老人福祉施設協議会へ参加券を送付してください。なお、資料は送料着払いでの送付

となりますので、予めお含みおきください。 

（５）参加申込後の変更は、名鉄観光サービス㈱山陰営業所へ直接連絡をしてください。 



 

17．個人情報の取り扱い 

「参加・宿泊等申込書」に記載された個人情報は、本大会の運営管理の目的及び各宿泊施設

（申込者のみ）への連絡に限り使用させていただきます。なお、参加者名簿には県･市名、所   

属施設・事業所名、職名、ご氏名を掲載いたします。 
 

18．申込・問い合わせ先 

【参加・宿泊等申込書について】 

名鉄観光サービス株式会社 山陰営業所（担当：新田・栗栖・鈴木） 

〒690-0003 島根県松江市朝日町484-16「甲南アセット松江ビル」 

ＴＥＬ：０８５２－６０－７００１ ＦＡＸ：０８５２－６０－７００２ 

【研修内容について】 

島根県老人福祉施設協議会事務局（担当：山根・江角 ） 

〒690-0011 松江市東津田町1741-3「いきいきプラザ島根」 

ＴＥＬ：０８５２－２１－４９２６ ＦＡＸ：０８５２－３２－５９７９ 

 19.分科会会場 

   ※分科会会場は、あくまでも予定です。参加申し込み状況により決定しますので、参加券発行時

にご確認ください。     

分科会 種別 会場名 

第1分科会A 特養 島根県民会館 大ホール 

第1分科会B 特養 島根県民会館 中ホール 

第1分科会C 特養 島根県民会館 多目的ホール 

第2分科会 養護 島根県民会館 大会議室 

第3分科会 軽費・ｹｱﾊｳｽ 松江テルサ 大会議室 

第4分科会 在宅 松江テルサ テルサホール 

 


